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論文及び審査結果の要旨 

本論文は配電線の地絡点に至る分岐点推定手法を研究し、地絡点探査時間の短縮に貢献

するものである。地絡抵抗値が低い場合、RLC の過渡現象を利用した共振周波数方式、地

絡抵抗値が高い場合、2 つの隣接する配電線の共同接地線の立ち上がりに流れる地絡電流の

ゼロクロス点の時間差を利用した共同接地線方式を用いて地絡点に至る分岐点の推定を行

う。 

第 1 章では、配電線の地絡の発生状況と探査時間を示し、地絡点探査時間の短縮が必要

であること、これまでに検討されている地絡点探査手法の概要を示している。地絡点探査

手法の中で、コストの観点から共振周波数方式の有効性が示されている。 

第 2 章では、電力供給における配電系統の位置付や、本研究の進め方が示されている。

また、配電線で発生する地絡電流波形の特徴から地絡点の様相を表すとともに、地絡電流

の経路が明確にされている。 
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第 3 章では、配電線は複数の分岐点を有するため現行の共振周波数方式ではどの分岐点

から先に地絡点があるかを明確にできない問題点があり、解決策として配電線の立ち上が

りと末端にセンサ開閉器を設置し、地絡点における分岐点を推定する手法が提案されてい

る。提案手法を電磁界解析で一般的に使用される ATP シミュレーションを用いて、地絡抵

抗値が 20Ω以下において地絡点を約 10%の誤差で推定できることを示し、提案手法の妥当

性が確認されている。 

第 4 章では、配電線の地絡点推定手法を実験室内で検証できる地絡模擬装置を開発し、

著者等が提案する地絡点に至る分岐点推定手法の妥当性が確認されている。 

第 5 章では、地絡抵抗値が高抵抗である場合において、共同接地線方式を用いて、地絡

点距離とゼロクロス点の時間差の関係から地絡点に至る分岐点の推定が可能であり、ゼロ

クロス点の時間差が交流印加時のRLC による位相差を起因として発生することが示されて

いる。 

第 6 章では、共同接地線方式の適用下限値を明確にするために地絡抵抗値をパラメータ

とした検討を行い、適用下限値が 50Ωであることが示されている。 

第 7 章では、これまでの検討のまとめとして、提案手法を適用することで地絡点探査時

間が約 15 分程度短縮可能であるという結果を得ている。 

 以上のように、本論文は配電線地絡点探査に新しい知見をもたらし、地絡点探査時間

の短縮に貢献するものである。よって、本論文は博士（工学）の学位論文として十分価値

あるものと認められる。 

 


